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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、学校不適応などのウエルビーイングに影響する、乳幼児期の関連要
因を明らかにし効果的な早期支援方法を明らかにすることである。
生涯発達とエンパワメントの視点から、育児環境や子ども自身の力を引き出し、地域とのつながりを促進する取
り組みが学校不適応予防などウェルビーイング促進に貢献する可能性に基づき、支援を要とする子どもと養育者
への早期支援プログラム開発と検証を行った。子どもの状態と子どもを取り巻く環境の要因、家族と子どもの属
性要因等の影響を踏まえて検討した結果、乳幼児期の育児環境、子どもの睡眠習慣等の生活習慣や社会とのかか
わりが思春期に及ぶウェルビーイングを促進する可能性が実証された。

研究成果の概要（英文）：This research aims to shed light on the relevant factors of infancy that 
affect well-being, such as school maladjustment, and uncover effective early support methods.
From the perspective of lifelong development and empowerment, and based on the possibility that 
childcare environments and efforts to bring out the child’s strengths and promote ties with the 
local community will contribute to the improvement of well-being (such as school maladjustment 
prevention), we developed and verified an early support program for children and caregivers in need.
 As a result of taking into consideration the child’s condition, environmental factors surrounding 
the child, the effects of the family and child’s attributes, and so on, we have proven that 
childcare environments during infancy, the child’s lifestyle, such as sleeping habits, and the 
child’s relationship with society can improve his or her well-being up through puberty.

研究分野： 生涯発達

キーワード： コホート研究　社会性　ウェルビーイング　次世代育成　思春期　学校不適応　介入研究　コミュニテ
ィ・エンパワメント

  ２版

平成
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１．研究開始当初の背景 
 子どもと養育者をとりまく社会的環境が
急激に変化する中で、虐待や発達障害、社会
的不適応など特段の配慮を要する子どもと
養育者は増加傾向にある。近年の虐待報告件
数の急増、学童期思春期における学校不適応
への対応は喫緊の課題である。現状では、子
どもの安全確保が最優先となり、社会的養護
による家族の分離や、学校における不適応児
の教室からの排除などが主流であり、学校不
適応に至る前に、子どもや養育者を支援する
取組みは必ずしも十分ではない現状がある。
特に、経年的な大規模データを用いて、就学
後の子どもの育ちまで追跡することでリス
ク要因と促進要因を明らかにし、早期支援効
果を検証した研究は国内において乏しい状
況である。 
学童期、思春期の心身の不調、非行など広

義の学校不適応は、抑うつや反社会的行動な
ど、より深刻な社会的問題と密接に関連する
ことが指摘されている。このため、問題が深
刻化し、子どもの社会的排除に至る前の予防
的介入の視点が重要である。米国の Adverse 
Childhood Experiences (ACE) Study は、虐
待など小児期の逆境的体験がその後の自殺
など、将来の健康に影響することを報告して
いる。生涯発達の視点からは、乳幼児期の環
境がその後の生涯に及ぶ発達、健康に長期的
に影響することが明らになっている。一方で、
貧困、虐待、発達障害などの配慮を要する場
合においても、家族機能や地域とのつながり
は、発達や心身の健康状態を促進する可能性
が指摘されており、子どもや家族、コミュニ
ティの力を引き出すエンパワメントの視点
から、効果的な支援モデルを作成し、検証す
ることが必要である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、学校不適応などの学童期、

思春期のウエルビーイングに影響する、乳幼
児期の関連要因を明らかにし効果的な早期
支援方法を明らかにすることである。 
生涯発達とエンパワメントの視点から、育

児環境や子ども自身の力を引き出し、地域と
のつながりを促進する取り組みにより、将来
の学校不適応を予防する可能性を検証する。
子どもと養育者の特性に注目し、支援を必要
とする子どもと養育者への早期支援プログ
ラムを開発、実証することより、乳幼児期か
ら、学童期、思春期をつなぐ根拠に基づく子
育て支援システムの仕組みづくりに貢献す
ることが期待される。 

 
３．研究の方法 
①学童期、思春期の学校不適応およびウェル
ビーイングに影響する要因について、文献レ
ビューに基づきエビデンステーブルを作成
した。 
②有効な早期支援に関する実践事例につ

いて、質的に事例収集、整理し、地域との連

携に着目しながら、実践例の蓄積と類型化を
行った。平成 27 年度に実施できなかった海
外の先進機関への訪問調査を平成 28 年度お
よび平成 29 年度に実施し、「当事者を巻き込
み、地域とともに実施可能」という観点から、
地域の中で思春期の子どもの育ちを支援す
るシステムについて関連する施設、機関を訪
問するとともに、日本の研究成果を報告し、
支援システムと評価に関する討議を行った。 
③個別インタビュー法およびフォーカス・グ
ループ・インタビュー法を用いて、学童期、
思春期の子どもをもつ養育者、保育士、保健
師、学校関係者、地域学童クラブ職員など、
国内外の思春期に及ぶ子育支援に関わる専
門職等 40 名を対象にインタビュー調査を実
施し、支援のニーズ、将来のニーズを抽出し
た。 
④コホートデータを活用した、学童期、思春
期の影響要因の特定 
平成 28 年度は、昨年度に実施した量的研

究と文献レビューで得られた影響要因の重
要性に加え、質的研究により、有効な早期支
援に関する実践事例を蓄積、類型化を行った。
特に、社会とのかかわりなど、地域とのつな
がりが子どものウェルビーイングに及ぼす
可能性について、質的研究の成果を踏まえ、
量的研究による根拠と、質的研究による根拠
を統合し、「当事者を巻き込み、地域ととも
に実施可能」という観点から、専門職との討
議を重ね、専門職との協働により、早期支援
プログラム案の作成、パイロットスタディ、
支援プログラム実施と評価を計画、実施した。 
早期支援プログラム開発に向けた根拠の

提示を目的として実施した多変量解析を実
施した。具体的には、コホートデータを用い
て幼児期の育児環境、貧困、虐待、仲間関係、
気になる行動、地域・社会とのかかわりなど
の予測される影響要因について、発達や、学
童期以降の学校不適応に及ぼす複合的な影
響を、経年的な多変量解析により検討した。
量的解析により、養育者への社会的サポート
が乳幼児期の育児環境の改善に関連するこ
と、乳幼児期の育児環境に加え、学童期の社
会とのかかわりが学童期および思春期の精
神的健康に関連することが示唆された。また、
海外のコホート研究のレビュー、乳幼児期お
よび学童期の養育環境の特徴について文献
検討やインタビューによる情報収集の結果
を踏まえ、乳幼児期から思春期におよぶ育児
環境や社会的サポートの構造と影響度につ
いて質的、量的観点から検討した。 
⑤学童期、思春期の学校不適応とウェルビー
イングを評価する手法の開発と妥当性検証 
１で作成したエビデンステーブルを踏ま

え、学童期、思春期の子どもと養育者を対象
とした、質問紙調査および PC 実験などを用
いた認知バイアス、内受容性に関する調査を
行い、８６名からデータを収集し、統計解析
により評価の妥当性を検証した。乳幼児期か
ら連続する学童期、思春期の社会性と学校適



応の評価では、文献レビューに基づき 3因子
30 項目から成る社会的スキル尺度を作成し、
妥当性信頼性を検証した。 
子どもと環境とのかかわりについては、続

いて、学童期、思春期の社会とのかかわり能
力を評価するため、地域コホートデータを用
いて、社会とのかかわり指標を作成し、健康
関連 QOL との関連を検討した。 
介入支援を意図して、思春期の認知バイア

スおよび思春期の内受容性と学校適応およ
びウェルビーイングの関連を検討した。 
子どもと環境とのかかわりについては、続

いて、学童期、思春期の社会とのかかわり能
力を評価するため、地域コホートデータを用
いて、社会とのかかわり指標を作成し、健康
関連 QOL との関連を検討した。 
⑥コミュニティを活用した支援モデルの作
成と効果検証 
 質的量的研究の結果を統合し、支援モデル
を作成するとともに、育児環境支援や地域と
のつながり促進など、子どもからみた広義の
環境に対する介入と支援が子どもの学校適
応およびウェルビーイングに及ぼす効果を
検証した。 
 
４．研究成果 
生涯発達とエンパワメントの視点から、育

児環境や子ども自身の力を引き出し、地域と
のつながりを促進する取り組みにより、将来
の学校不適応を予防する可能性を検証した。 
質的、量的検討に基づき、子どもと養育者の
特性、社会とのかかわりに注目した支援モデ
ルを作成した。 
 支援ニーズについては、①～③の調査研究
により、健やかな育ちを保障する環境づくり
と保護者への支援のニーズおよび実践例と
して、安全、安心、衛生の保証など、子ども
たちが安全に楽しく過ごせる環境づくりを
推進し、子ども自身の情緒を安定させること、
地域の実情に適した支援やサービスの提供、
子どもと保護者の個別的な支援ニーズの理
解、親子の関係性への理解と支援など、家族
の生活の質向上、ファミリーウェルビーイン
グの実現を目指していく取り組みが抽出さ
れた。さらに、地域および社会との協働とし
て、多様な支援ニーズに対する偏見や認識の
ずれの解消など、保護者や社会との相互理解
の促進、子ども家庭支援に関するニーズ調査
や学術的調査、支援情報の発信、地域の実情
に適した支援サービス提供、緊急時のバック
アップ体制構築、既存資源の活用など、地域
および社会との相互理解促進と協働を目指
していく取り組みが抽出された。 
学童期、思春期の子どもと環境とのかかわ

り、子どもの心身の状態、学校適応、ウェル
ビーイングを評価に向けた評価指標開発と
妥当性検証では、高い内的一貫性（α=0.87）
お よ び SDQ （ Strength and Difficulty 
Questionnaire）との相関（r=0.30～0.49）
を示した。生活習慣との関連では、就寝時間

が遅いほど、有意に社会的スキル得点が低い
傾向が示された。本研究の結果より、学童用
社会的スキル尺度の信頼性および基準関連
妥当性が確認された。子どもと環境とのかか
わりの継続評価指標の妥当性、信頼性につい
ては、社会とのかかわり得点が高いほど、総
合的な QOL得点および、自尊感情、友達関係、
学校生活の領域得点が高い傾向が示された。
社会とのかかわり行動は、個人の社会能力に
より創発されるものであり、学童期、思春期
におよぶ多角的な社会能力および環境との
相互作用評価の可能性が高まった。 
今後は、さらなる妥当性担保のため、対象

数を増やし、因子的妥当性や併存的妥当性の
検証が必要である。また本指標をコホート研
究に活用し、乳幼児期からの連続的な社会能
力発達の軌跡と影響要因検証を継続する予
定である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最終年度は、開発した支援プログラムの実

施調整、モデルの評価を実施した。海外の研
究機関と協働し、心理学、脳科学、生理学的
見地から有効と考えられる、学童期および思
春期のアセスメントおよび介入方法に関す
る研究開発に向けて研究討議、資料収集と整
理、評価ツール開発と予備的検討を行った。
続いて、保護者に対する調査、専門職に対す
るインタビュー調査、子どもに対する質問紙
調査および認知機能特性、内受容感覚等に関
する調査を行い、学童期、思春期のウェルビ
ーイングに関する多角的な調査と多変量解
析を実施し、影響要因を検討した。評価の妥
当性の検証と並行して、子どもと養育者の特
性別に、コホートデータを用いた支援効果に
関する評価を行った。子どもを取り巻く環境
や、家族と子どもの属性要因の影響を踏まえ
てウェルビーイングへの影響を検討した結
果、乳幼児期の育児環境に加え、子どもの睡
眠習慣等の生活習慣や社会とのかかわりが
学童期および思春期のウェルビーイングを
促進する可能性が実証された。 
また、思春期の内受容感覚や認知特性は学

童期および思春期の精神的健康に関連する
可能性が示されたことより、今後は、地域社
会とのかかわり、生活習慣、心と体の調和を
促進する支援プログラム開発の必要性が示
された。 
 今後、青年期までを視野に入れたより長期
的な健康、社会適応支援を目的として、早期
支援および介入に関するプログラムを開発、
実証することより、乳幼児期から、学童期、



思春期、青年期をつなぐ根拠に基づく子育て
支援システムの仕組みづくりに貢献するこ
とが期待される。 
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